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皇
室
中
心
主
義
國
民
道
德
の
高
調
山
崎
雄
治
弟
一
節
　
国
民
道
徳
の
特
性
特
色
あ
る
日
本
民
族
の
螢
達
虫
工
よ
っ
て
自
ら
成
立
螢
達
せ
る
国
民
道
徳
の
特
性
も
亦
従
っ
て
、
他
国
民
に
見
る
べ
か
ら
ざ
る
猫
特
の
も
の
あ
る
べ
き
は
諭
を
待
た
な
い
虎
で
あ
る
。
立
に
云
ふ
国
民
道
徳
の
特
性
と
は
、
他
国
の
国
民
道
徳
よ
り
特
に
目
立
ち
で
著
し
き
も
の
ゝ
意
味
に
て
、
換
言
す
れ
ば
、
日
本
国
民
に
特
有
の
国
民
道
徳
、
主
さ
し
て
歴
史
的
事
賓
を
根
披
と
し
て
観
た
る
造
徳
で
あ
ら
、
是
が
国
民
道
徳
ど
の
区
別
す
べ
き
婁
鮎
で
あ
り
、
国
民
道
徳
は
現
在
及
び
賂
務
に
向
つ
て
国
民
の
守
る
べ
き
道
徳
で
あ
っ
て
其
中
に
は
益
に
云
ふ
特
有
の
国
民
道
徳
が
包
合
さ
る
ゝ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
特
有
の
国
民
道
徳
は
歴
史
的
道
徳
空
言
ふ
も
の
な
る
が
故
に
、
其
の
道
徳
を
其
の
位
遵
守
す
べ
く
、
現
在
の
国
民
に
強
ふ
る
事
は
、
世
界
の
文
明
、
鹿
骨
の
生
活
様
式
等
が
時
々
刻
々
に
慶
化
し
行
く
現
今
の
時
勢
に
対
し
て
必
ず
し
も
皆
を
得
た
る
も
の
で
は
な
い
。
然
h
て
ど
錐
も
特
有
国
民
道
徳
は
国
民
性
と
密
接
不
離
の
圃
係
が
あ
ら
、
其
の
本
心
を
執
n
て
其
の
方
法
形
式
を
考
察
す
る
時
は
、
今
後
の
国
民
道
徳
ビ
し
て
遵
奉
す
る
に
必
L
も
不
可
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
日
本
道
徳
の
特
質
如
何
〕
是
に
裁
て
は
撃
者
の
意
見
区
々
だ
相
分
る
ゝ
も
吾
人
ま
、
・
・
〃
l
忠
孝
一
本
忠
君
愛
国
の
一
致
減
光
倉
井
の
三
鮎
を
奉
げ
る
に
躊
塔
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
抑
も
忠
孝
一
本
と
は
忠
と
孝
ざ
が
各
々
其
の
名
稀
を
異
に
す
れ
共
、
其
の
結
果
は
相
一
致
す
る
事
、
換
言
す
島
室
中
心
主
現
国
民
遺
徳
の
高
調
二
二
三















